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vitro実験系を作成した。真菌感染におけるMBLの防御作用は、オプソニン作用、補体活性化作用、サイトカイ
ン産生刺激作用などが報告されているが、PCPモデルマウス系の導入が研究環境上困難であったために、ラット
カリニ肺炎モデルより精製された菌体（rat-Pc）と、ヒト単球系細胞株（THP-1）からPMA（Phorbol 12-
myristate 13-acetate）刺激で誘導したマクロファージの相互作用による貪食アッセイを作成した。蛍光ラベルし
たrat-Pc、あるいはマクロファージを0-3000 ng/mlのヒト組み換えMBLで処理し、96ウェルプレート上で2時間イ
ンキュベーションした。その後マクロファージに取り込まれた菌体量を細胞の蛍光度としてプレートリーダーシ
ステムにより評価した。その結果、菌体を先にMBL処理した場合は3000ng/ml、マクロファージをMBL処理した
場合は1000ng/mlで最大の貪食効率を認めた。補体系の関与を明らかにするため、加熱非動化血清を用いた条件
と、MBL欠損ボランティアから提供された非加熱血清を用いた条件を比較したが、同様の傾向であった。限定
的な実験系ではあるが、MBL添加により菌体と貪食細胞を介在する直接オプソニン作用が確認され、最大貪食
効率を与えるMBL濃度は臨床検体で確認される血清濃度範囲内にあった。臨床的にMBL低産生者のPCP発症率
が高かったのは、このMBLによる直接オプソニン作用が弱いことが一因と推察された。 
PCPは多因子疾患だが、CD4数に加えてあらたなPCPの危険因子を抽出できた可能性がある。PCP予防を検討
する臨床場面において、遺伝子多型に基づくMBL産生能の評価は臨床判断の一助となるかもしれない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
